
尿量と輸液量が同じになる

尿重量を測り同量を輸液する

はじめに２５０ｃｃ輸液しフロセミドを打ち尿が増えるのを待ちま
す。時間尿が３００ｃｃになったらリーナルガードシステムを稼働
させてカテーテル治療を開始します。システムは多量に出る尿
と同量の輸液を施し、腎臓内の灌流が上がり出来るだけ多くの
造影剤が尿と一緒に体外に出ていくようにします。カテーテル治
療が終わっても４時間システムを稼動させ、残留造影剤が少な
くなるようにします。結果として腎症が減ると考えられます。

心臓の冠動脈や足の動脈などをカテー
テル治療をするときは造影剤を使って
狭窄の状態や処置の仕上がりを見る必
要があります。この造影剤は患部から
腎臓に回り尿として排出されますが、腎
臓内に残る量も多くあり、それが腎症を
引き起こします。そこで考え出されたの
がリーナルガードで、腎臓の活動を活
発にして多量の尿が出る状態を続ける
べく尿と同量の水分補給を続けるシス
テムです。これが日本人での腎症防止
にうまく働くかを臨床試験します。
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